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地中レーダー探査に基づく1854年安政東海地震で出現した蒲原地震山周辺の断層位置の推定
Estimations of fault locations based on Ground Penetrating Radar survey around the western
river mouth of the Fuji river
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富士川河口域西岸部である静岡県旧富士川町（現富士市）や旧蒲原町（現静岡市清水区）は、1854年安政東海
地震の前後で富士川流路が変遷したこと［行谷・他（2015）］や「蒲原地震山」［例えば、羽田野
（1977）］に代表される地変により、同地震によって広域的に隆起した可能性が高い。この隆起は、南海トラ
フ・駿河トラフの破壊に伴い入山瀬断層またはそれに関連した断層が破壊した可能性を示唆するものであ
り、本地域の地下構造を解明することは今後の地震活動を検討する上でも重要である。 
そこで本調査ではこの富士川河口域西岸部において、地表近くの地層に断層の伴うずれや変形が存在するか知
るために、2016年1月4日～8日かけて地中レーダー探査（Ground Penetrating Radar, GPR）を行った。調査地
域を通るとされる入山瀬断層は南北方向の走向を持つと考えられているので［例えば、地震調査研究推進本部
（2010）］、ほとんどの測線についてそれに横切るように東西方向に設定した。総測線長は13 km程度に及
ぶ。GPR探査において使用した電波の中心周波数は100 MHzであり、地下の不均質な電磁波伝播構造による反射
波を解析することで地下5 m内程度の地質構造を知ることが期待される。 
この結果、海岸から2 km程度内陸までの測線で少なくとも4カ所において反射面に断層のずれと解釈される層序
の不連続が存在することがわかった。不連続は盛土と思われる層の直下まで存在し、比較的新しい地層まで
切っている可能性がある。これらの不連続の位置は地震調査研究推進本部が設定した入山瀬断層の位置とさほ
ど離れていない。また、最も海側の測線および地震山の北端付近の測線における不連続の位置付近は、反射法
地震探査により数十m~数百mの深度で伊藤・他（2014）が推定した断層位置に近い。 
一方、蒲原中学校の北側や旧庵原高校の東側といった、地震調査研究推進本部による入山瀬断層の断層線から
離れた位置においてもこのような不連続が存在することがわかった。これは伊藤・他（2014）が指摘する「陸
域における入山瀬断層が1本の明瞭な断層ではなく、複数の断層に分岐していることを示している」ことを支持
する内容である。すなわち、この富士川河口域西岸では複数の分岐断層が地表面近くにまで達している可能性
がある。 
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